
ズッキーニ(野菜類の登録農薬も使用できる)
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Ｚボルドー水 M1 - - ◎

ハッパ乳 NC - - ◎

バイオキーパー水 - *d - ◎

マスタピース水 - 1 - ◎

トップジンＭ水 1 1 3 ◎

ベンレート水 1 1 3 ◎

アフェットFL 7 1 3 ◎

アミスター20FL 11 1 4 ◎

ストロビーFL 11 1 3 ◎

ランマンFL 21 1 4 ◎

ロブラール水 2 1 4 ◎

サンヨール乳 M1 1 4 ◎

ヨネポン乳 M1 1 4 ◎

ダコニール1000FL M5 1 3 ◎

ゲッター水 1･10 7 3 ◎

パンチョＴＦ顆水 3･U6 1 2 ◎

スピノエース顆水 5 1 3 ◎

ネマトリンエース粒 1B *b 1 ◎

アディオン乳 3A 7 3 ◎ ◎

アルバリン顆溶
スタークル顆溶

4A 1 2 ◎

*a 1 ◎ ◎

*c 1 ◎

ベストガード粒 4A *a 1 ◎

アファーム乳 6 3 2 ◎

チェス顆水 9B 1 2 ◎

カスケード乳 15 1 4 ト

モベントFL 23 1 3 ◎ ◎

プレバソンFL５ 28 1 3 ◎

ウララＤＦ 29 1 2 ◎

*a:定植時　*b:定植前　*c:生育期(但し収穫開始14日前まで)
*d:発病前～発病初期
ト:トマトハモグリバエ

アルバリン粒
スタークル粒

4A
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ズッキーニ(野菜類の登録農薬も使用できる)
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ズッキーニ(野菜類の登録農薬も使用できる) 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
べと病 生育期 ・次の薬剤のいずれかを散布す

る。 
 ドイツボルドーＡ(水)＊ 
  500～ 1000倍 
 Ｚボルドー(水)＊ 500倍 

 
 
＊野菜類での登録。薬
害回避のため試し掛け
する。 

うどんこ
病 

生育期 ・発生が認められたら次の薬剤の
いずれかを散布する。 
 アミスター20フロアブル●  

2000倍 
イオウフロアブル＊ 500～1000倍 

 ダコニール1000(FL) 1000倍 
 トップジンＭ水和剤● 1500倍 
 パンチョＴＦ顆粒水和剤● 

4000倍 

 
 
●耐性菌を生じるおそ
れがあるので連用しな
い。 
 
＊野菜類での登録。薬
害回避のため試し掛け
する。 

モザイク
病 

 ・アブラムシ類を防除する(アブラ
ムシ類の項参照)。 

 

アブラム
シ類 

定植時 ・次の薬剤のいずれかを植穴に土
壌混和する。 
 アルバリン粒剤 ２ｇ/株 
 スタークル粒剤 ２ｇ/株 

 
 
 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 アディオン乳剤 2000～3000倍 

タバココ
ナジラミ
類 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 モベントフロアブル＃ 
  2000倍 

 
 
＃コナジラミ類での登
録 

アザミウ
マ類 

定植時 ・次の薬剤を植穴に土壌混和す
る。 
ベストガード粒剤 1～2ｇ/株 

 

 生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 スピノエース顆粒水和剤 
  5000～10000倍 

 
 
 

フキノメ
イガ 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 アディオン乳剤 2000～3000倍 

 
 

オオタバ
コガ 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 アファーム乳剤 2000倍 

 
 

ネコブセ
ンチュウ 

定植前 ・次の薬剤を全面施用して土壌混
和する。 
 ネマトリンエース粒剤 20kg/10ａ 
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